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今週のキーワード

AIと材料革新
探索加速と市場変革の兆し

21
件

記事数

5
カ国

対象国

982.2
億ドル

先端材料市場

30
%

AMAT成長予測

今週の全21記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
グラフェン超伝導安定
化

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

MITがグラフェンで複数の超伝導状態を安定化。磁場
下でも超伝導性を維持・強化し、量子デバイスや超効
率電力伝送の新材料設計に道。

#02 IIScスマート材料開発 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

IIScが光・熱・圧力に応答し特性を可逆変化させるス
マート材料を開発。磁気スイッチング可能で量子プロ
セッサや高精度センサーへ応用期待。

#03 AI高温無線センサー 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

NC State大がAIで1650℃耐性の無線温度センシング
セラミックを開発。航空宇宙やエネルギー分野の過酷
環境モニタリングを革新。

#04 MLで新合金探索加速 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

MITが機械学習で原子間相互作用を解明し、新合金探
索を加速。ロケット、チップ、クリーンエネルギー向
け材料設計を飛躍的に効率化。

#05
Niron希土類フリー磁
石

新製品
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

Niron Magneticsが希土類フリーの鉄窒素系永久磁石
を商業出荷開始。EVモーターや風力タービン市場に参
入し、サプライチェーンリスク低減へ。

#06 AlibabaのAI超伝導体 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

AlibabaのAI「Elements Claw」が未確認の超伝導体
4種を予測し実験検証。AI活用で超伝導材料の発見を
劇的に加速。

#07 東北大AI触媒探索 技術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

東北大学AIMRがAI統合型触媒探索プラットフォーム
「DigCat 4.0」を発表。実験・理論・文献を統合し、
新材料開発を加速。

#08 熱伝導PCM市場予測 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
熱伝導性相変化材料（PCM）市場が2032年まで成長
予測。マイクロチップ冷却やEV熱管理需要が牽引。

#09 準2Dトポロジカル効果 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○

arXivが準2次元材料でトポロジカルホールプラトーを
観測。磁気現象の理解を深め、スピントロニクスデバ
イス開発に寄与する基礎研究。

#10 1Dモット転移分裂 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○

arXivが1次元系におけるモット転移の散逸による分裂
現象を解明。強相関電子系材料の挙動理解を深化させ
、量子デバイス設計に貢献。

#11 太陽光UV変換材料 応用研究
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

太陽光の可視光をUV光に変換する新固体材料を開発。
太陽エネルギー利用効率を劇的に向上させ、高効率ソ
ーラーパネルや殺菌・浄水技術へ応用。

#12 DARPAメタレンズ開発 技術発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

TunoptixがDARPAから資金獲得し、衛星画像向け軽
量メタレンズ開発を加速。小型・軽量・高性能な次世
代レンズで宇宙光学を革新。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13 先端材料市場成長予測 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

先端材料製造市場は2026年に982.2億ドルへ成長予測
。東レは炭素繊維生産拡大、ハネウェルは事業スピン
オフなど大手企業の戦略が活発化。

#14 コーネル最小ロボット 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

コーネル大学が可視光で動作する磁気制御の最小歩行
マイクロボットを開発。生体内診断や精密製造など微
小環境での応用を拓く。

#15 AMAT 2026成長予測 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Applied Materialsが2026年の半導体事業で30%収益
成長を予測。AIメモリチップ製造システム需要と主要
顧客との関係が牽引。

#16 3M F1材料パートナー 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

3MがキャデラックF1チームの材料科学パートナーに
。軽量材料、高性能接着剤等を提供し、レース性能向
上と将来の自動車産業への技術移転を目指す。

#17 AMAT株価とAI懸念 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Applied Materials株価が急騰後、AIメモリ需要減速懸
念でアナリスト目標と乖離。半導体市場の変動リスク
に注意。

#18 豪AM導入加速資金 政策・助
成

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

オーストラリアが325万ドルの資金で中小企業のアデ
ィティブマニュファクチャリング導入を加速。国内製
造業の競争力向上を目指す。

#19
SK Hynix報道でAMAT
下落

市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

SK HynixのAIメモリ拡張減速報道を受け、Applied M
aterials含む半導体株が下落。AI駆動チップ需要の変
動リスクが顕在化。

#20 空気から水生成JKT 新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

空気から1日900mlの飲料水を生成する新素材ウォー
ターハーベスティングジャケットを開発。乾燥地域や
災害時の水分確保に貢献。

#21 燃料電池触媒の新発見 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

デュアルアトム触媒の隠れたルールを発見し、燃料電
池の低コスト・高出力化に道。クリーンエネルギー技
術の効率を劇的に向上。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ AIによる材料開発の加速は、自社のR&D;戦略にどう影響するか？
MITやAlibabaがAIで新合金や超伝導体を発見し、東北大学AIMRもAI触媒探索プラットフォームを公開。材料開発のリー
ドタイムが劇的に短縮される中、貴社のR&D;部門はAI導入の準備ができていますか？

❷ 脱希土類磁石の商用化は、EV・モーター部品のサプライチェーンをどう変えるか？
Niron Magneticsが希土類フリー磁石の商業出荷を開始し、EVモーターや風力タービン市場に参入。希土類依存からの脱
却は、日本の自動車・モーターメーカーにとって調達リスク低減の機会か、既存サプライヤーへの脅威か？

❸ 過酷環境センサーや新エネルギー材料の進展は、自社の製品ポートフォリオに新たな機会をもたらす
か？
NC State大の1650℃耐性無線センサーや、太陽光をUVに変換する新材料、低コスト燃料電池触媒など、新機能性材料が
次々と登場。これらの技術は、貴社の既存製品の性能向上や新市場開拓にどう貢献できるでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

脱希土類磁石AI触媒探索

高温無線センサ AI合金探索

UV変換材料
燃料電池触媒

先端材料市場

AI半導体市場

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 脱希土類磁石 注意 希土類調達リスク低減 既存磁石メーカー競争

● AI触媒探索 機会大 触媒開発効率化 導入遅れで競争力低下

● 高温無線センサ 機会大 過酷環境モニタリング 技術習得・開発遅れ

● AI合金探索 機会大 材料開発リード短縮 開発手法変革への対応

● UV変換材料 機会大 太陽光発電効率向上 既存技術との競合

● 燃料電池触媒 機会大 燃料電池コスト低減 貴金属触媒市場縮小

● 先端材料市場 注意 新市場参入、事業拡大 競争激化、サプライ課題

● AI半導体市場 注意 AI需要で市場拡大 需要変動、供給不安
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深掘り ① ― 希土類フリー磁石、EV市場へ
#05 | 2026/07/02 | Niron Magnetics (YouTube) | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

Niron Magnetics社が鉄と窒素をベースにした希土類フリーの永久磁石を商業出荷開始しました。この「クリーン磁石
」は、EVモーターや風力タービンなど、希土類元素への依存度が高い分野での利用を目指します。独自のナノ構造制御
技術と製造プロセスにより、従来の希土類磁石に匹敵する高い磁気特性を維持しつつ、持続可能性と地政学的リスク低
減を実現します。

希土類元素の供給不安や価格変動リスクに直面する産業界にとって、この技術は直接的な解決策となります。既存のイ
ンフラや設計への適合性も考慮されており、市場へのスムーズな導入が期待されます。米国政府のサプライチェーン多
様化戦略とも合致し、グローバルな脱炭素化を加速させる重要な進歩です。

▶ 技術者の視点

Niron Magneticsの発表は、希土類磁石市場に大きなインパクトを与える可能性があります。FeN磁石
は理論的に高い磁気特性を持つとされますが、量産における安定した性能とコスト競争力が鍵となりま
す。特にEVモーターでは、高温での減磁特性や耐久性が重要であり、既存のネオジム磁石と同等以上の
性能を実証できるかが注目されます。 【機会】日本のEVメーカーやモーター部品メーカーは、希土類
調達リスクの低減とサプライチェーンの多様化に向け、Niron製品の評価を急ぐべきです。また、日本
の磁石メーカーは、FeN磁石技術への参入や、既存技術のさらなる高機能化で対抗する機会があります
。 【脅威】既存の希土類磁石サプライヤーにとっては、市場シェアを奪われる脅威となります。性能が
不十分な場合でも、地政学的リスク回避の観点から採用が進む可能性も考慮すべきです。 【次のアクシ
ョン】調達部門は即座にNiron社へコンタクトし、サンプル入手と性能評価をR&D;部門と連携して開始
。R&D;部門は、FeN磁石の特性評価に加え、代替材料の基礎研究を強化し、長期的な技術ロードマップ
を見直すべきです。

深掘り ② ― 東北大AIMR、AI触媒探索
#07 | 2026/06/30 | EurekAlert! / 東北大学先進材料科学研究機構（AIMR） | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○
市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

東北大学AIMRがAI統合型触媒探索プラットフォーム「DigCat 4.0」を発表しました。このプラットフォームは、実験
データ、理論計算、科学文献を統合し、AIモデルが触媒性能を予測・提案することで、触媒発見のプロセスを劇的に加
速させます。これにより、燃料、化学物質、クリーンエネルギー技術のための新材料特定が効率化されます。

DigCat 4.0は、特に複雑な多成分触媒や特定の反応条件で最適な触媒の探索に威力を発揮します。AIが広大な化学空間
を効率的に探索し、人間が見落としがちな新しい材料設計原理を明らかにすることで、アンモニア合成やCO2還元、水
素製造などの重要プロセスにおける高効率・高耐久触媒の開発を加速します。
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▶ 技術者の視点

AIを活用した材料探索プラットフォームは、材料開発の「第4のパラダイム」として注目されており、
東北大学AIMRの「DigCat 4.0」はその最先端を走るものです。データの断片化という長年の課題を解
決し、トライ＆エラーの実験を大幅に削減できる点は画期的です。ただし、AIモデルの予測精度は学習
データの質と量に大きく依存するため、継続的なデータ蓄積とモデル改善が不可欠です。 【機会】日本
の材料・化学メーカーは、このプラットフォームを活用することで、触媒開発のリードタイムとコスト
を大幅に削減し、国際競争力を強化できます。特にクリーンエネルギー分野での新触媒開発において、
日本が主導権を握るチャンスです。 【脅威】AI導入に遅れる企業は、新材料開発競争で後れを取り、市
場での優位性を失う可能性があります。データ共有や連携の仕組みを構築できない企業は、この恩恵を
享受できません。 【次のアクション】R&D;部門はDigCat 4.0の詳細を調査し、自社での導入可能性や
共同研究の機会を検討。経営企画部門は、AIを活用した材料開発への投資戦略を策定し、データサイエ
ンティストの育成・確保を急ぐべきです。
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深掘り ③ ― 燃料電池触媒の新発見
#21 | 2026/06/30 | SciTechDaily | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

デュアルアトム触媒（DACs）が従来とは異なる「協調的」な挙動を示すという隠れたルールが発見されました。この
知見は、燃料電池をより安価で高出力にする可能性を秘めています。高度な分光法と理論計算により、2つの原子が電
子状態や結合エネルギーを動的に変化させ、反応中間体の安定性を調整することで活性化エネルギーを効果的に低減す
ることが示されました。

この発見は、触媒設計の新しい指針を提供し、特に酸素還元反応（ORR）のような燃料電池の主要反応において、触媒
性能を飛躍的に向上させます。高価な白金（Pt）などの貴金属触媒への依存を低減し、燃料電池のコスト削減と普及加
速に貢献することが期待されます。

▶ 技術者の視点

デュアルアトム触媒の協調メカニズムの解明は、触媒科学における基礎的なブレークスルーであり、燃
料電池の性能向上とコスト削減に直結する重要な発見です。ただし、この「隠れたルール」を実用的な
触媒設計に落とし込むには、原子レベルでの精密な制御技術と、長期安定性・耐久性の検証が不可欠で
す。発表された数値の具体的な改善幅や、実環境での性能データが待たれます。 【機会】日本の燃料電
池メーカーや触媒メーカーは、この新しい設計原理を応用することで、次世代の低コスト・高出力燃料
電池の開発を加速できます。貴金属使用量削減は、材料調達リスクの低減にも繋がります。 【脅威】こ
の分野での研究開発競争は激しく、海外の研究機関や企業が先行した場合、日本の技術的優位性が失わ
れる可能性があります。既存の貴金属触媒サプライヤーは、市場の変化に対応する準備が必要です。 【
次のアクション】R&D;部門は、この研究の進展を継続的に監視し、自社触媒開発への応用可能性を評価
。特に、デュアルアトム触媒の合成技術や評価手法に関する情報収集を強化し、将来的な共同研究や技
術提携の可能性を模索すべきです。

その他の注目記事
MIT研究チーム、グラフェンで複数の超伝導状態を安定化し新材料設計へ道を開く
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○

グラフェンで複数の超伝導状態を安定化する学術的ブレークスルー。磁場下での超伝導維持・強化は量子デバイス開発
に長期的な影響。

AlibabaのAI「Elements Claw」が未確認の超伝導体4種を予測、実験検証で材料発見を加速
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

AIが未発見の超伝導体を予測し実験検証。材料発見プロセスを劇的に加速するAI活用は、日本の材料R&D;戦略にも影
響大。

オープンPR、熱伝導性相変化材料市場の2032年予測を発表：マイクロチップ冷却・EV熱管理で成長
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

熱伝導性相変化材料（PCM）市場が2032年まで成長予測。マイクロチップやEVの熱管理需要は日本の電子部品・自動
車メーカーにとって重要。

SciTechDaily、空気から1日900mlの飲料水を生成する新素材ウォーターハーベスティングジャケットを開発
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●○○

空気中の水分から飲料水を生成するウェアラブルジャケット。乾燥地域や災害時の水分確保に貢献し、新素材の応用可
能性を示す。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】AIを活用した材料探索プラットフォーム（#07 東北大、#04 MIT、#06
Alibaba）に関する情報収集を開始し、自社R&D;へのAI導入可能性を検討。

• 【調達/EV設計】希土類フリー磁石（#05 Niron
Magnetics）のサンプル調達可能性を調査し、サプライチェーン多角化の選択肢として評価を開始。

▍短期（1ヶ月）
• 【経営企画/R&D;】先端材料市場成長予測（#13）を基に、自社の事業ポートフォリオとR&D;投資戦略の整合
性を再評価。特にAI半導体（#15, #17, #19）とクリーンエネルギー（#21）関連に注力。

• 【R&D;/半導体PKG】熱伝導性相変化材料（#08）の最新動向を調査し、マイクロチップ冷却やEV熱管理への
適用可能性を評価。

• 【R&D;/新製品企画】太陽光UV変換材料（#11）や高温無線センサー（#03）など、新機能性材料の応用アイ
デアをブレインストーミング。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/経営企画】AIと材料科学の融合（#04, #06,
#07）を加速するため、データサイエンティストの採用・育成計画、およびAIインフラへの投資計画を策定。

• 【R&D;/EV設計】希土類フリー磁石（#05）の長期的な性能・コスト評価プログラムを立ち上げ、既存設計へ
の代替可能性を検証。

• 【R&D;/エネルギー】燃料電池向けデュアルアトム触媒（#21）の基礎研究動向を継続監視し、将来的な共同
研究や技術導入の可能性を模索。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-05
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収録記事一覧

#01 MIT研究チーム、グラフェンで複数の超伝導状態を安定化し新材料設計へ道を開く

#02 インド科学大学、光・熱・圧力に応答するスマート材料を開発し量子プロセッサとセンサーへの
応用を期待

#03 NC State大学、AI活用で1650℃耐性の無線温度センシングセラミックを開発し過酷環境向けセ
ンサーを革新

#04 MITチーム、機械学習で原子間相互作用を解明しロケット・チップ・クリーンエネルギー向け新
合金探索を大幅加速

#05 Niron Magnetics社、希土類フリーの「クリーン磁石」を商業出荷開始、EVモーター・風力ター
ビン市場に参入

#06 AlibabaのAI「Elements Claw」が未確認の超伝導体4種を予測、実験検証で材料発見を加速

#07 東北大学AIMR、AI統合型触媒探索プラットフォーム「DigCat 4.0」を発表し新材料開発を加速

#08 オープンPR、熱伝導性相変化材料市場の2032年予測を発表：マイクロチップ冷却・EV熱管理で
成長

#09 arXiv、準2次元材料におけるトポロジカルホールプラトーの観測を報告し磁気現象の理解を深化

#10 arXiv、1次元系におけるモット転移の散逸による分裂現象を解明し先端材料挙動理解を深化

#11 科学者、太陽光をUV光に変換する新固体材料を開発しエネルギー変換に革新

#12 Tunoptix、DARPAから22.3万ドルを獲得し衛星画像向け軽量メタレンズ開発を加速

#13 ICE Global News、2026年先端材料製造市場の成長予測とToray・Honeywellの戦略を発表

#14 Sci.News、コーネル大学が磁気制御の最小歩行ロボットを開発、マイクロボット分野に革新

#15 Applied Materials、2026年の半導体事業で30%の収益成長を予測し、AIメモリと顧客関係が牽
引

#16 3M、キャデラックF1チームの公式材料科学パートナーとなりレース性能向上へ

#17 TIKR.com、Applied Materials株価が2026年に144%上昇後、AIメモリ需要減速懸念でアナリ
スト目標と乖離

#18 オーストラリア、325万ドルの資金で中小企業のアディティブマニュファクチャリング導入を加

速

#19 FinancialContent、SK HynixのAIメモリ減速報道を受けApplied Materials含む半導体株が下落

#20 SciTechDaily、空気から1日900mlの飲料水を生成する新素材ウォーターハーベスティングジャ
ケットを開発

#21 SciTechDaily、デュアルアトム触媒の隠れたルール発見で燃料電池の低コスト・高出力化へ



#01 MIT研究チーム、グラフェンで複数の超伝導状態を安
定化し新材料設計へ道を開く

概要

MITの研究者たちは、特定の微細構造を持つグラフェンが、自然界では珍しい複数の
超伝導状態を同時に安定して保持できることを新たに発見しました。このグラフェン
は、外部磁場の存在下でも超伝導性を維持し、むしろその性能が強化されるという特

異な挙動を示します。この発見は、超伝導材料の設計と量子デバイス開発に新たな道
を拓く画期的な成果です。

公開日 2026年06月29日  MIT News  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究チームは、独自の微細構造を持つグラフェン
が、複数の超伝導状態を同時にかつ安定して保持できるという画期的な発見を発表しま
した。これは、超伝導材料の理解を深め、将来の量子コンピューティングや超効率的な
電力伝送技術における新たな材料設計の可能性を大きく広げるものです。

技術・臨床詳細

研究では、ツイスト角を精密に制御した二層グラフェン構造を用いることで、通常は単
一の形態しかとらない超伝導性が、異なる複数の状態（例えばs波とp波のような異なる
対称性を持つ状態）として共存することを確認しました。特筆すべきは、このグラフェ
ンが外部磁場の存在下でも超伝導状態を維持し、さらにその特性が強化される点です。
これは、従来の超伝導体が磁場によってその性質を失いがちであることと比較して、極
めて珍しい特性と言えます。

研究チームは、超伝導状態間の競争と協調を理論的にモデル化し、実験的に検証するこ
とで、この多重超伝導状態がどのようにして安定に存在できるかを詳細に解析しまし
た。彼らは、グラフェンの電子バンド構造が持つ特定の対称性と電子相関が、複数の超
伝導秩序パラメーターの共存を可能にしていることを突き止めました。

背景・業界文脈

超伝導は、電気抵抗ゼロでの電流輸送や完全反磁性といった特異な性質を持つ材料現象
であり、エネルギー効率の高いデバイスや量子技術への応用が期待されています。しか
し、その多くは極低温でのみ発現し、外部磁場に弱いという課題がありました。今回の
グラフェンにおける多重超伝導状態の発見は、これらの課題を克服するための新たな設
計指針を提供する可能性を秘めています。

グラフェンは、その独特な電子特性から「魔法の材料」として広く研究されてきました
が、超伝導性を示す特定の条件ではさらにその可能性が広がります。特に、磁場中でも
超伝導性を維持できる材料は、MRIや高感度センサー、量子ビットの安定化など、幅広
い分野での応用が期待されます。



今後の展望

この研究成果は、新たな多機能超伝導材料の設計に向けた基礎的な枠組みを提供しま
す。今後は、これらの多重超伝導状態が持つ具体的な量子特性をさらに詳細に解明し、
室温超伝導体やより堅牢な量子ビットの実現に向けた研究が加速することが期待されま
す。また、グラフェンの積層構造やドーピング条件を最適化することで、超伝導性能を
さらに向上させる道も開かれるでしょう。この発見は、材料科学と量子物理学のフロン
ティアを押し広げる重要な一歩となります。

元記事: https://news.mit.edu/2026/graphene-can-hold-multiple-states-of-superconductivity-0629

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.mit.edu/2026/graphene-can-hold-multiple-states-of-superconductivity-0629


#02 インド科学大学、光・熱・圧力に応答するスマート材
料を開発し量子プロセッサとセンサーへの応用を期待

概要

インド科学大学（IISc）の研究者たちは、光、熱、機械的圧力に応答して物理的特性を
可逆的に変化させる新しいスマート材料を開発しました。この成果は、量子プロセッ
サや高度な産業用センサーの構成要素となり得る画期的な進歩です。特に、磁気スイ

ッチングが可能な新規化学フレームワークの合成に成功し、次世代のデータストレー
ジ技術への応用が期待されます。

公開日 2026年06月29日  The Hindu  インド



詳細

主要成果

インド科学大学（IISc）の研究者チームは、外部刺激（光、熱、機械的圧力）に応答し
て物理的特性を可逆的に変化させることができる新しいクラスのスマート材料を開発し
ました。このブレークスルーは、次世代の量子プロセッサや高精度産業センサーの実現
に向けた重要な一歩であり、特に磁気スイッチングが可能な新規化学フレームワークの
合成に成功した点が注目されます。

技術・臨床詳細

IIScの研究者たちは、複雑な分子構造を持つ特定の化合物群を合成し、これらの材料が
光（例：特定の波長の光照射）、熱（例：温度変化）、および機械的圧力に対して明確
な応答を示すことを実証しました。材料の内部構造がこれらの外部刺激によって再配列
することで、電気伝導性、光学特性、磁気特性などの物理的パラメーターが可逆的に変
化します。この可逆性は、材料が複数回、その機能を切り替えたり回復したりできるこ
とを意味します。

特に重要なのは、研究チームが磁気スイッチングを可能にする新規化学フレームワーク
を開発した点です。これは、外部磁場やその他の刺激によって材料の磁気状態を精密に
制御できることを示唆しており、量子情報の保存や処理に不可欠な特性です。この材料
は、量子コンピューティングの基本単位である量子ビットの安定性向上や、より高速で
エネルギー効率の高いデータストレージデバイスへの応用が期待されます。

背景・業界文脈

スマート材料、特に外部刺激に応答して機能が変化する材料は、エレクトロニクス、セ
ンサー、エネルギー、医療など多岐にわたる分野で注目されています。量子技術の発展
に伴い、量子プロセッサや量子センサーのような精密な制御を要するデバイスには、従
来の材料では実現困難な特定の機能を持つ材料が不可欠です。既存の材料は応答性が限
定的であるか、可逆性に課題がありました。IIScのこの研究は、これらの課題に対する
有望な解決策を提示するものです。



インドは科学技術研究において急速な進歩を遂げており、IIScのような主要研究機関が
先端材料分野で国際的な競争力を高めています。この種の材料は、量子コンピューティ
ングにおけるエラー訂正機能の向上や、産業用センサーの高精度化に貢献し、スマート
シティや自動運転技術など、未来の社会インフラを支える基盤技術となる可能性を秘め
ています。

今後の展望

今回開発されたスマート材料は、量子プロセッサの性能向上、次世代データストレージ
ユニットの構築、および高感度で自己調整可能なセンサーの開発に直接貢献することが
期待されます。研究チームは、これらの材料の合成プロセスを最適化し、より大規模な
スケールでの生産可能性を検証する段階に進むと予想されます。また、実用化に向け
て、材料の安定性、耐久性、およびコスト効率のさらなる評価が重要となります。この
技術は、将来的にはウェアラブルデバイスや環境モニタリングシステムなど、幅広い分
野での革新を促進するでしょう。

元記事: https://www.thehindu.com/news/national/karnataka/iisc-researchers-develop-smart-materials-

next-gen-data-storage-units-quantum-processors-and-sensors/article71161704.ece

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.thehindu.com/news/national/karnataka/iisc-researchers-develop-smart-materials-next-gen-data-storage-units-quantum-processors-and-sensors/article71161704.ece
https://www.thehindu.com/news/national/karnataka/iisc-researchers-develop-smart-materials-next-gen-data-storage-units-quantum-processors-and-sensors/article71161704.ece


#03 NC State大学、AI活用で1650℃耐性の無線温度セン
シングセラミックを開発し過酷環境向けセンサーを革新

概要

ノースカロライナ州立大学の研究者たちは、1,650℃までの極めて過酷な環境に耐え、
無線で温度センシングが可能なメタサーフェスパターン化セラミックセンサーを開発
しました。この革新的なセンサーは、製造プロセス全体でAIモデルを活用して設計・

最適化され、航空宇宙やエネルギー分野での高精度モニタリングに貢献します。これ
により、従来のセンサーでは不可能だった高温環境下でのリアルタイムデータ取得が
実現し、運用効率と安全性が向上します。

公開日 2026年07月01日  NC State News  アメリカ



詳細

主要成果

ノースカロライナ州立大学の機械航空宇宙工学科の研究者たちは、人工知能（AI）を全
面的に活用することで、1,650℃という極めて過酷な高温環境下でも機能し、無線で温
度をセンシングできる革新的なメタサーフェスパターン化セラミックセンサーを開発し
ました。このブレークスルーは、航空宇宙、エネルギー生成、高性能製造など、極限環
境におけるリアルタイム監視技術に新たな基準を打ち立てるものです。

技術・臨床詳細

開発されたセラミックセンサーは、ナノスケールで設計されたメタサーフェスパターン
を特徴としており、これにより特定の無線周波数（RF）シグナルを放出・変調する能力
を備えています。研究チームは、材料の組成、微細構造、および製造プロセスを最適化
するために、高度なAIモデルを導入しました。AIは、材料の性能データと製造条件の膨
大なセットを分析し、最も効率的で堅牢なセンサー設計を特定する上で中心的な役割を
果たしました。

このセンサーは、非接触で温度を測定できるため、従来の接触型センサーが高温環境で
直面する劣化や故障の問題を回避できます。具体的には、RF信号の周波数シフトや振幅
の変化を分析することで、材料の温度を極めて高い精度で推定します。この技術は、燃
焼室、タービンエンジン、原子力発電所、高温化学反応器など、人間が直接アクセスで
きない環境でのデータ取得に特に有効です。

背景・業界文脈

過酷な環境下での精密なモニタリングは、現代の産業において依然として大きな課題で
す。特に高温環境では、従来の電子機器やセンサーはすぐに機能不全に陥るか、寿命が
著しく短くなります。このため、航空機のエンジン効率の最適化、新しい原子炉の安全
性向上、先進的な製造プロセスの品質管理などにおいて、リアルタイムかつ信頼性の高
いデータ取得が求められています。NC State大学の研究は、これらのニーズに応えるも
ので、AIと材料科学の融合がもたらす変革の好例です。



米国では、国防、エネルギー安全保障、産業競争力の強化を目的とした先端材料研究へ
の投資が加速しています。この成果は、AIが材料開発のサイクルを加速させ、これまで
達成困難だった性能を持つ材料の創出に貢献できることを示すものです。産業界では、
このような高耐熱・無線センサーへの需要が高まっており、航空宇宙企業やエネルギー
大手からの関心が集まると予想されます。

今後の展望

今後、研究チームは、このメタサーフェスセンサーの長期安定性と信頼性をさらに検証
し、様々な産業応用への適合性を評価する予定です。AIモデルは、製造プロセスのスケ
ールアップとコスト削減にも活用され、商業化に向けた道のりを加速させるでしょう。
将来的には、温度だけでなく、圧力、ひずみ、ガス濃度など、複数の物理量を同時に測
定できる多機能センサーの開発へと応用範囲が拡大する可能性も秘めています。この技
術は、高効率で安全な次世代産業システムの基盤を築く重要な要素となるでしょう。

元記事: https://news.ncsu.edu/2026/07/making-the-most-of-multifunctional-materials/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.ncsu.edu/2026/07/making-the-most-of-multifunctional-materials/


#04 MITチーム、機械学習で原子間相互作用を解明しロケ
ット・チップ・クリーンエネルギー向け新合金探索を大幅
加速

概要

MITの研究チームは、化学的に無秩序な材料における原子の「見えない隣人」を解析

することで、金属合金の挙動を従来よりも正確にモデル化する機械学習手法を開発し
ました。この新アプローチは、ロケット、クリーンエネルギーシステム、コンピュー
ターチップなど、高性能用途向けの新しい合金の発見サイクルを劇的に加速させま

す。これにより、材料設計の効率が飛躍的に向上し、次世代技術開発のボトルネック
解消に貢献すると期待されます。

公開日 2026年07月02日  ECOticias.com  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究チームは、金属合金の挙動をこれまでにない
精度でモデル化できる機械学習手法を開発しました。この革新的なアプローチは、特に
化学的に無秩序な材料において、原子間の「見えない隣人」（局所的な原子環境）の多
様性を詳細に捉えることで、シミュレーションの精度を大幅に向上させます。これによ
り、ロケット、クリーンエネルギーシステム、コンピューターチップなど、高性能を要
求される分野向けの新しい合金の発見と開発が劇的に加速されると期待されています。

技術・臨床詳細

従来、金属合金、特に複数の元素が不規則に混合された複雑な合金の挙動を予測するこ
とは、その多様な原子配置と相互作用のため極めて困難でした。MITの研究チームは、
機械学習モデルに原子間の局所的な相互作用、すなわち各原子の「隣人」の構成と配置
に関する情報を深く学習させることで、この課題を克服しました。彼らは、合金の微視
的な構造がマクロな特性にどのように影響するかを、従来の物理ベースのシミュレーシ
ョンよりもはるかに効率的かつ正確に解明できるアルゴリズムを開発しました。

この機械学習モデルは、大量の実験データや量子力学計算から得られた原子間相互作用
の情報を学習し、これに基づいて新しい合金の安定性、強度、熱伝導性などの特性を予
測します。これにより、研究者は膨大な候補材料の中から有望なものを絞り込み、実験
室での試行錯誤の回数を大幅に削減できます。例えば、高強度・耐熱性を備えたロケッ
トエンジン部品用合金や、高効率なエネルギー変換材料、あるいは次世代コンピュータ
ーチップ向けの配線材料など、特定の性能要件を満たす材料を迅速に特定することが可
能になります。

背景・業界文脈

新しい材料の発見と開発は、技術革新の根幹をなす要素ですが、そのプロセスは非常に
時間とコストがかかります。特に、高性能な合金は、極限環境での使用に耐えうる特性
が求められるため、試作と評価に膨大なリソースが必要です。AIと機械学習は、近年、
材料科学の分野で「材料インフォマティクス」として注目を集めており、材料設計のパ
ラダイムを大きく変えつつあります。今回のMITの成果は、このトレンドをさらに加速
させるものであり、材料開発の「第4のパラダイム」（理論、実験、シミュレーション
に続く）としてのAIの重要性を明確に示しています。



世界各国で、航空宇宙、防衛、再生可能エネルギー、情報通信技術といった戦略的分野
における材料開発競争が激化しています。この技術は、米国の技術的優位性を維持する
上で重要なツールとなるでしょう。産業界では、新製品開発のリードタイム短縮とコス
ト削減を求める声が強く、この機械学習手法は、自動車、電子機器、医療機器など、幅
広い分野での応用が期待されます。

今後の展望

MITの研究チームは、この機械学習手法をさらに改良し、より複雑な材料系や、複数要
素が同時に作用する動的な環境下での材料挙動の予測精度を高めることを目指していま
す。また、この技術をオープンソース化することで、世界中の研究者が利用できるよう
にし、材料発見のグローバルな協力を促進する可能性も検討されています。このブレー
クスルーは、材料科学者が「見えない」原子レベルの情報を活用して、地球規模の課題
（エネルギー、環境、計算能力）を解決する新しい材料を迅速に開発するための強力な
ツールを提供するものです。

元記事: https://www.ecoticias.com/en/mits-new-method-promises-to-speed-up-the-search-for-alloys-

for-rockets-chips-and-clean-energy-by-analyzing-invisible-neighborhoods-between-atoms/34030/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ecoticias.com/en/mits-new-method-promises-to-speed-up-the-search-for-alloys-for-rockets-chips-and-clean-energy-by-analyzing-invisible-neighborhoods-between-atoms/34030/
https://www.ecoticias.com/en/mits-new-method-promises-to-speed-up-the-search-for-alloys-for-rockets-chips-and-clean-energy-by-analyzing-invisible-neighborhoods-between-atoms/34030/


#05 Niron Magnetics社、希土類フリーの「クリーン磁
石」を商業出荷開始、EVモーター・風力タービン市場に
参入

概要

Niron Magnetics社は、鉄と窒素をベースにした希土類フリーの永久磁石を製造し、す

でに製品を出荷していると発表しました。この「クリーン磁石」技術は、電気自動車
（EV）モーターや風力タービンなど、希土類元素への依存度が高い分野での利用を目
指します。これにより、サプライチェーンのリスクを低減し、持続可能性の高い磁石

材料の選択肢を産業界に提供することで、グローバルな脱炭素化を加速させると期待
されています。

公開日 2026年07月02日  Niron Magnetics (YouTube)  アメリカ



詳細

主要成果

Niron Magnetics社は、鉄と窒素からなる革新的な希土類フリー永久磁石の製造に成功
し、既に商業出荷を開始したことを発表しました。このブレークスルーは、これまでネ
オジムやサマリウムなどの希少な希土類元素に大きく依存してきた永久磁石市場に、持
続可能で地政学的リスクの低い新たな選択肢を提供するものです。

技術・臨床詳細

Niron Magnetics社が開発した磁石は、窒化鉄（FeN）をベースとした独自の材料技術を
採用しています。従来の希土類磁石が持つ高い磁気特性を維持しつつ、埋蔵量が限ら
れ、採掘・精製に環境負荷がかかる希土類元素を一切使用していません。同社は、独自
のナノ構造制御技術と製造プロセスを確立することで、このFeN磁石を量産可能なレベ
ルにまで引き上げました。

この「クリーン磁石」は、特に電気自動車（EV）の駆動モーターや風力発電タービンの
発電機など、高性能で耐久性のある磁石が不可欠な分野での応用が期待されています。
これらの産業は、現在、希土類磁石の供給不安や価格変動リスクに直面しており、
Nironの技術はこれらの課題に対する直接的な解決策となります。同社の製品は、既存
のインフラや設計への適合性も考慮されており、市場へのスムーズな導入を目指してい
ます。

背景・業界文脈

永久磁石は、現代の産業において不可欠なコンポーネントであり、自動車、家電、再生
可能エネルギーシステムなど、多岐にわたる製品で利用されています。しかし、高性能
永久磁石の約90%が希土類元素に依存しており、その供給は特定の国に集中しているた
め、地政学的リスクや環境問題が長年の懸念事項となっていました。米国政府は、国内
での希土類資源の確保とサプライチェーンの多様化を国家戦略として推進しており、
Niron Magneticsのような企業の技術は、この戦略と合致するものです。

近年、EV市場の爆発的な成長と再生可能エネルギーへの移行が加速する中、高性能磁石
の需要はかつてないほど高まっています。この状況下で、希土類フリー磁石の開発は、
環境保護と経済的安全保障の両面から、国際的に喫緊の課題とされていました。Niron
Magnetics社の商業化は、このグローバルな課題に対する具体的な解決策を提供するも
のとして、産業界から大きな注目を集めています。



今後の展望

Niron Magnetics社は、今回の商業出荷開始を皮切りに、EVモーターや風力タービンメ
ーカーとの提携を強化し、製品ラインナップの拡大を目指すでしょう。希土類フリー磁
石が市場に広く採用されることで、世界のサプライチェーンの安定化に貢献し、関連産
業の持続可能な成長を促進することが期待されます。長期的には、この技術は、より多
くの電子機器や産業機械への応用が進み、希土類元素への依存度を全体的に低減する道
を開く可能性があります。これは、材料科学と産業の未来にとって、極めて重要な進歩
です。

元記事: https://www.youtube.com/watch?v=EAAdBF_6kuk

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.youtube.com/watch?v=EAAdBF_6kuk


#06 AlibabaのAI「Elements Claw」が未確認の超伝導体4
種を予測、実験検証で材料発見を加速

概要

AlibabaのDamo Academyは、AIエージェント「Elements Claw」がこれまでに知られて
いなかった4つの超伝導化合物を発見したと発表しました。これらの化合物の超伝導特
性は研究室での実験で検証されており、AIを活用した材料発見の有効性を示すもので

す。この成果は、送電網、量子コンピューティング、リニアモーターカーなどに不可
欠な超伝導材料の探索を劇的に加速させる可能性を秘めています。

公開日 2026年07月03日  South China Morning Post  中国



詳細

主要成果

AlibabaのDamo Academyは、自社開発のAIエージェント「Elements Claw」が、これま
で未発見だった4つの新しい超伝導化合物を予測し、その特性が研究室での実験によっ
て検証されたと発表しました。この成果は、超伝導材料の発見と開発プロセスをAIが大
幅に加速できることを実証するもので、材料科学分野におけるAIの重要性を明確に示し
ています。

技術・臨床詳細

「Elements Claw」は、深層学習と大規模な材料科学データベースを組み合わせて、新
しい材料の組成と構造を予測するように設計されたAIシステムです。特に、超伝導体と
して機能する可能性のある化合物の探索に特化しており、既知の物理法則と化学的規則
性に基づいて、有望な候補を効率的にスクリーニングします。今回発見された4つの化
合物は、AIが提示した候補の中から、実際の実験室環境で合成・評価され、予測された
超伝導特性を持つことが確認されました。

超伝導材料は、特定の温度以下で電気抵抗がゼロになるという特異な性質を持ち、電力
損失の少ない送電、高速な磁気浮上鉄道（リニアモーターカー）、高感度な磁気センサ
ー、そして次世代の量子コンピューティングなど、多岐にわたる革新的な技術の基盤と
なります。AIによる発見は、これらの応用分野におけるブレークスルーを早める上で不
可欠な要素です。

背景・業界文脈

超伝導材料の発見は、伝統的に膨大な数の候補材料の試作と評価を必要とする、時間と
コストのかかるプロセスでした。特に、新しい超伝導化合物の探索は、化学空間の広大
さから「針の山から針を探す」ような困難さが伴います。AIと機械学習の導入は、この
探索空間をインテリジェントにナビゲートし、有望な領域に焦点を当てることで、発見
の効率を劇的に向上させます。

中国は、AIと先端材料科学の両分野で世界をリードする取り組みを積極的に進めてお
り、Alibabaのようなテクノロジー大手もその一翼を担っています。この種のAI駆動型研
究は、国家戦略としても重要視されており、エネルギー効率の改善、高速輸送システム
の構築、そして量子技術の発展といった、広範な経済的・社会的利益に貢献すると期待
されています。



今後の展望

今回の「Elements Claw」による発見は、AIが単なるデータ分析ツールではなく、実際
に新しい科学的知見を生み出す「共同研究者」となり得ることを示しています。今後、
Alibabaのチームは、AIの予測能力をさらに高め、より複雑な材料系や異なる機能性材料
の発見に応用していくことが予想されます。また、AIが発見した化合物の特性評価プロ
セスを自動化・高速化する「自律型ラボ」システムとの連携も進むでしょう。これによ
り、材料科学のイノベーションサイクルは飛躍的に短縮され、これまでの常識を覆すペ
ースで新材料が市場に投入される時代が到来するかもしれません。

元記事: #

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#07 東北大学AIMR、AI統合型触媒探索プラットフォーム
「DigCat 4.0」を発表し新材料開発を加速

概要

東北大学先進材料科学研究機構（AIMR）の研究者らは、実験データ、理論計算、科学
文献を統合するAI活用型デジタル触媒プラットフォーム「DigCat 4.0」を発表しまし
た。このプラットフォームは、触媒発見におけるデータの断片化という長年の課題を

克服し、燃料、化学物質、クリーンエネルギー技術のための新しい材料の特定を劇的
に加速させます。これにより、触媒開発の効率と精度が飛躍的に向上し、持続可能な
社会実現への貢献が期待されます。

公開日 2026年06月30日  EurekAlert! / 東北大学先進材料科学研究機構（AIMR）  日本



詳細

主要成果

東北大学先進材料科学研究機構（AIMR）の研究者チームは、人工知能（AI）を活用し
たデジタル触媒探索プラットフォーム「DigCat 4.0」を発表しました。この革新的なプ
ラットフォームは、これまで分散していた実験データ、理論計算結果、および科学文献
の情報を一元的に統合することで、触媒発見のプロセスにおける非効率性を根本的に解
消します。DigCat 4.0の導入により、燃料、化学物質、そしてクリーンエネルギー技術
に不可欠な新しい触媒材料の特定が劇的に加速されることが期待されます。

技術・臨床詳細

DigCat 4.0は、複数の情報源から得られる膨大なデータを統合し、AIモデルが触媒の性
能を予測し、最適な組成や構造を提案する能力を持つ点で画期的です。プラットフォー
ムは、過去の実験結果から成功・失敗パターンを学習し、さらに密度汎関数理論
（DFT）などの理論計算によって得られる分子レベルの洞察と、関連する学術論文から
抽出された知識を組み合わせます。これにより、研究者はトライ＆エラーの実験を大幅
に削減し、より有望な触媒候補に焦点を当てることができます。

このシステムは、特に複雑な多成分触媒や、特定の反応条件（例：高温高圧下）で最適
な性能を発揮する触媒の探索に威力を発揮します。AIは、化学空間の広大な探索空間を
効率的に探索し、人間が見落としがちな新しい材料設計の原理や、これまで知られてい
なかった構造と機能の関係性を明らかにすることができます。これにより、アンモニア
合成、CO2還元、水素製造などの重要な化学プロセスにおいて、高効率で耐久性の高い
触媒の開発が加速される見込みです。

背景・業界文脈

触媒は、化学産業の屋台骨であり、医薬品からプラスチック、燃料に至るまで、あらゆ
る製造プロセスに不可欠です。また、地球温暖化対策としてのクリーンエネルギー技術
（燃料電池、水素製造、CO2回収・利用）の発展においても、高性能な触媒の存在が鍵
を握ります。しかし、触媒発見は依然として経験と直感に頼る部分が大きく、その開発
期間の長さが産業界のボトルネックとなっていました。データの断片化や共有の困難さ
も、効率的な触媒開発を阻害する要因でした。



日本は、触媒研究の分野で長年の実績を持ち、世界をリードする研究機関が多数存在し
ます。東北大学AIMRのような研究拠点から発信されるAIを活用したプラットフォーム
は、日本の材料科学の競争力をさらに高めるだけでなく、グローバルな持続可能な社会
の実現に向けても重要な貢献をするでしょう。化学・エネルギー業界は、より効率的で
環境負荷の低いプロセスを求めており、DigCat 4.0のようなツールは、その要求に応え
るものです。

今後の展望

DigCat 4.0は、今後、より多くの研究機関や産業界との連携を通じて、さらに多様な触
媒反応系への適用範囲を広げていくことが期待されます。プラットフォームに組み込ま
れるデータ量とAIモデルの洗練度が向上するにつれて、予測精度と発見効率はさらに高
まるでしょう。将来的には、自律型ロボット実験システムと連携し、AIが触媒を設計
し、ロボットが合成・評価するという、完全に自動化された「クローズドループ」材料
発見サイクルを実現する可能性も秘めています。これは、材料科学の未来を形作る画期
的な進歩となるでしょう。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1131777

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1131777


#08 オープンPR、熱伝導性相変化材料市場の2032年予測
を発表：マイクロチップ冷却・EV熱管理で成長

概要

本記事はopenPR.comが紹介する市場調査レポートの概要です。熱伝導性相変化材料
（PCM）市場は、マイクロチップや冷却部品、電気自動車（EV）および自動車エレク
トロニクスにおける熱管理需要に牽引され成長しています。これらの材料は、システ

ムの安定性をサポートし、熱のボトルネックを削減することで、2032年まで市場拡大
が予測されます。

公開日 2026年07月02日  openPR.com  グローバル



詳細

本記事はopenPR.comが紹介する市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

この市場調査レポートは、熱伝導性相変化材料（PCM）の世界市場に関する洞察を提供
しています。調査対象市場には、マイクロチップや各種電子部品の冷却、電気自動車
（EV）バッテリーおよび自動車エレクトロニクスにおける熱管理システムなどが含まれ
ます。予測期間は2026年から2032年までであり、市場の主要な成長要因、トレンド、
およびセグメントについて分析しています。

主要な調査結果

熱伝導性相変化材料の市場は、高密度化するマイクロチップや電子部品における効率
的な熱伝達への需要増大に強く牽引されています。これらの材料は、過熱を防ぎ、デ
バイスの性能と寿命を向上させます。

電気自動車（EV）および自動車エレクトロニクス分野における熱管理の重要性が高
まっていることも、市場成長の主要な要因です。PCMは、EVバッテリーの温度を最
適範囲に保ち、過熱による性能低下や寿命短縮を防ぐのに役立ちます。

これらの材料は、システムの全体的な安定性をサポートし、熱のボトルネック（熱が
効率的に排出されずに局所的に蓄積される現象）を効果的に削減します。これによ
り、高性能計算、データセンター、および消費電力の大きい産業用電子機器などでの
応用が拡大しています。

発行会社について

オープンPRは、多岐にわたる分野のプレスリリースを配信するプラットフォームであ
り、この市場レポートの具体的な発行元は不明です。

元記事: #

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#09 arXiv、準2次元材料におけるトポロジカルホールプラ
トーの観測を報告し磁気現象の理解を深化

概要

arXivのプレプリントは、特定の準2次元材料システムにおいて「トポロジカルホール
プラトー」が観測されたことを報告しています。この発見は、磁気的な現象、特にス
ピントロニクス分野における新しい物理学的理解をもたらすものです。トポロジカル

ホール効果は、電界と磁場の相互作用から生じる特異な現象であり、新しい情報処理
やストレージデバイスの開発に繋がりうる基礎研究として注目されます。

公開日 2026年07月01日  arXiv  国際



詳細

主要成果

arXivに掲載された最新のプレプリント論文は、特定の準2次元材料システムにおいて、
これまで理論的に予測されていた「トポロジカルホールプラトー」の実験的観測が報告
されたことを示唆しています。この画期的な発見は、トポロジカル量子物理学と磁気現
象の理解を深めるものであり、次世代のスピントロニクスデバイス開発に新たな可能性
を開くものです。

技術・臨床詳細

トポロジカルホール効果（Topological Hall Effect, THE）は、強磁性体や反強磁性体とい
った磁性材料において、電子が持つスピンの配置（スピンテクスチャ）によって誘起さ
れる異常なホール効果です。通常のホール効果が外部磁場に比例して抵抗が変化するの
に対し、THEはスピンテクスチャのトポロジー（幾何学的構造）に起因し、特定の磁場
範囲でホール抵抗が一定値（プラトー）を示すことが特徴です。このプラトーの出現
は、材料内部にカイラルな磁気構造、例えばスカミオンのような渦巻き状のスピン配置
が存在することを示唆します。

本プレプリントで報告された観測は、特に準2次元材料において、このトポロジカルホ
ールプラトーが安定して現れる条件とメカニズムを解明した可能性があります。準2次
元材料は、その電子状態が表面や界面に閉じ込められやすく、外部からの微細な制御が
可能なため、新しい物理現象の探索に理想的なプラットフォームとなります。今回の発
見は、材料の組成、結晶構造、膜厚などのパラメータを最適化することで、THEを制御
し、室温で安定したトポロジカル磁気構造を実現する道筋を示すものと考えられます。

背景・業界文脈

トポロジカル量子材料の研究は、近年、物理学の最も活発な分野の一つであり、電子の
トポロジカルな性質を利用して、外部ノイズに強い情報処理や記憶デバイスを開発する
ことを目指しています。特に、スピントロニクス分野では、電子の電荷だけでなくスピ
ンも情報担体として利用することで、超低消費電力で高速なデバイスを実現する可能性
が探求されています。トポロジカルホール効果は、この分野における重要な現象であ
り、スカミオンなどのトポロジカル磁気構造は、次世代の超高密度・不揮発性メモリや
論理ゲートの候補として期待されています。



この研究は、基礎物理学の進展に加えて、産業応用への波及効果も大きいと見られま
す。磁気センサー、データストレージ、量子情報科学など、幅広い分野での技術革新に
貢献する可能性を秘めています。

今後の展望

今回のトポロジカルホールプラトーの観測は、準2次元材料におけるトポロジカル磁気
構造の安定性と制御に関する理解を深める重要な一歩です。今後の研究では、このプラ
トー現象の起源をさらに詳細に特定し、異なる材料系での再現性を検証することが焦点
となるでしょう。また、室温での安定動作や、電気的・磁気的制御によるトポロジカル
磁気構造の生成・操作技術の開発が進めば、より実用的なスピントロニクスデバイスや
量子デバイスへの応用が加速されると期待されます。この発見は、情報技術の未来を再
定義する可能性を秘めた、基礎から応用への架け橋となるものです。

元記事: https://arxiv.org/abs/2607.00150

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2607.00150


#10 arXiv、1次元系におけるモット転移の散逸による分裂
現象を解明し先端材料挙動理解を深化

概要

arXivに公開されたプレプリントは、1次元系におけるモット転移が散逸（エネルギー
損失）によって分裂するという新しい現象を報告しています。この基礎研究は、凝縮
系物理学における重要な知見であり、特に強相関電子系材料の電気的・磁気的挙動を

理解する上で不可欠です。この発見は、量子コンピューティングや超伝導材料などの
先端機能性材料の設計と制御に新たな理論的枠組みを提供する可能性があります。

公開日 2026年07月02日  arXiv  国際



詳細

主要成果

arXivに発表されたプレプリント論文は、凝縮系物理学における長年の課題であるモット
転移が、1次元系という特定の条件下で散逸（エネルギー損失）によって「分裂」する
という、これまで知られていなかった現象を明らかにしました。この基礎研究は、特定
の先端材料が示す複雑な電気的・磁気的挙動を理解するための重要な知見を提供するも
ので、強相関電子系の物理学における新たな局面を開くものです。

技術・臨床詳細

モット転移とは、電子間の強い相互作用によって、通常は金属であるはずの物質が絶縁
体となる現象です。この転移は、高温超伝導体や巨視的磁気抵抗材料など、多くの機能
性材料の基盤となる物理現象として広く研究されてきました。本プレプリントでは、1

次元の量子ワイヤーや量子鎖といった系において、外部環境との相互作用による散逸
が、モット転移の相境界に劇的な影響を与え、複数の相領域に「分裂」させることを理
論的に予測し、数値計算によって裏付けています。

具体的には、散逸が電子の局在化と非局在化のバランスを変化させることで、モット絶
縁体と金属相の間に新たな中間相や共存相が出現する可能性が示唆されています。この
分裂現象は、材料の電気伝導特性が特定の温度や圧力、あるいは外部磁場のもとで、非
自明な振る舞いを示すメカニ極を解明する上で極めて重要です。この理解は、量子相転
移の制御や、新しいタイプの量子デバイス設計に応用できる可能性を秘めています。

背景・業界文脈

強相関電子系材料は、電子間の相互作用が非常に強いため、従来のバンド理論では説明
できない多彩な物理現象を示します。モット転移はその代表的な例であり、高温超伝導
や量子スピン液体など、未解明な現象の根源とされています。これらの材料は、次世代
の超伝導体、スピントロニクスデバイス、量子コンピューターの基盤となる可能性を秘
めていますが、その複雑な挙動の制御と理解が大きな課題でした。

国際的な物理学コミュニティでは、1次元系の量子現象、特に相転移と散逸の相互作用
に関する研究が活発に進められています。低次元系は、量子効果が顕著に現れやすく、
理論的解析や数値シミュレーションが比較的容易であるため、複雑な物理現象の「ミニ
チュアモデル」として機能します。今回の研究は、このような基礎的な知見が、最終的
にはより複雑な実用材料の設計に応用される可能性を示唆しています。



今後の展望

今回の研究で報告されたモット転移の散逸による分裂現象は、凝縮系物理学における新
たな研究方向を提示するものです。今後は、実験的にこの分裂現象を検証する試みが加
速されるでしょう。また、理論的には、異なるタイプの散逸や相互作用がモット転移に
与える影響をさらに詳細に解析し、より一般的な枠組みを構築することが期待されま
す。この発見は、量子デバイスの設計において、散逸を抑制するだけでなく、意図的に
利用することで新しい機能性を引き出すという逆転の発想につながるかもしれません。
これは、基礎科学から応用技術への橋渡しとして、重要な意味を持つでしょう。

元記事: https://arxiv.org/abs/2607.00086

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2607.00086


#11 科学者、太陽光をUV光に変換する新固体材料を開発
しエネルギー変換に革新

概要

科学者たちは、可視光の太陽光を高エネルギーのUV光に変換できる新しい固体材料の
開発に成功しました。この画期的な成果は、長年科学者を悩ませてきたエネルギー変
換の課題を克服するものです。このブレークスルーは、太陽エネルギー利用の効率を

劇的に向上させ、高効率ソーラーパネルや、殺菌・浄水といった新たなUV光応用技術
への道を開きます。

公開日 2026年06月26日  ScienceDaily  アメリカ



詳細

主要成果

科学者たちは、一般的な太陽光の可視スペクトルを高エネルギーの紫外線（UV）光に
変換できる、これまでにない固体材料の開発に成功しました。この画期的なブレークス
ルーは、光エネルギー変換の分野における長年の課題を克服し、太陽光利用の効率を劇
的に向上させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この新規固体材料は、アップコンバージョンというプロセスを利用しています。これ
は、低エネルギー光子（可視光）を吸収し、そのエネルギーを結合して高エネルギー光
子（UV光）として再放出する現象です。従来のアップコンバージョン材料は、一般的
に溶液中で機能するものや、効率が低いという課題がありました。しかし、今回開発さ
れた材料は、固体状態で高効率に可視光をUV光に変換できるため、実用化に向けた大
きな進歩となります。

研究チームは、材料の組成、特にナノ粒子構造とそれらを結合させる高分子マトリック
スを精密に設計することで、この高い変換効率を実現しました。具体的な材料構成は公
開されていませんが、量子ドットや特定の有機色素が関与している可能性が示唆されて
います。この材料は、太陽光スペクトルの広範囲を効果的に利用し、特にシリコン系ソ
ーラーパネルが効率的に利用できない高エネルギー領域への変換を可能にします。これ
により、太陽光発電の総合効率を向上させることが期待されます。

背景・業界文脈

太陽光エネルギーはクリーンで再生可能な資源ですが、既存の太陽光発電技術には、太
陽光スペクトルの全域を効率的に利用できないという課題があります。特に、シリコン
系ソーラーパネルは、可視光と一部の近赤外光に効率が良い一方で、高エネルギーの
UV光や低エネルギーの遠赤外光の利用効率が低い傾向にあります。UV光へのアップコ
ンバージョン技術は、このスペクトルミスマッチの問題を解決し、太陽光発電の効率を
さらに高めるための重要なアプローチとして注目されてきました。

この技術は、エネルギー分野だけでなく、医療、環境、産業など幅広い分野で応用が期
待されます。例えば、UV光は殺菌・消毒、水の浄化、光硬化性樹脂の加工、医療診断
など多岐にわたる用途に利用されており、太陽光から直接UV光を生成できるこの材料
は、これらの技術のコスト削減と環境負荷低減に貢献する可能性を秘めています。



今後の展望

この新しい固体材料の開発は、太陽光エネルギーの利用方法に革命をもたらす可能性を
秘めています。今後、研究チームは、材料の変換効率のさらなる向上、長期安定性の評
価、製造コストの低減、そして大規模生産技術の確立に焦点を当てるでしょう。最終的
には、この技術を既存のソーラーパネルに統合したり、独立したUV光源として利用し
たりすることで、より安価で持続可能なエネルギーソリューションや、新たなUV光応
用製品の市場投入が加速されることが期待されます。これは、グローバルなエネルギー
転換と環境保全に向けた重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/06/260626000000.htm

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/06/260626000000.htm


#12 Tunoptix、DARPAから22.3万ドルを獲得し衛星画像
向け軽量メタレンズ開発を加速

概要

光学スタートアップのTunoptixは、米国防総省高等研究計画局（DARPA）から223,000

ドルのSTTR（中小企業技術移転研究）資金を獲得し、衛星画像用の次世代メタサーフ
ェスレンズ（メタルレンズ）開発を加速させます。この資金は、小型で軽量、高性能

なレンズの商業化を支援することを目的としています。今回の助成金により、
TunoptixはWNF（Washington Nanofabrication Facility）を活用し、衛星搭載システム
のサイズと重量の課題を克服する革新的な技術の進展が期待されます。

公開日 2026年07月01日  Washington Nanofabrication Facility (WNF)  アメリカ



詳細

主要成果

光学スタートアップのTunoptixは、米国防総省高等研究計画局（DARPA）から223,000

ドルのSTTR（中小企業技術移転研究）資金を獲得し、衛星画像用メタサーフェスレンズ
（メタルレンズ）の開発を加速させると発表しました。この助成金は、小型、軽量、か
つ高性能な次世代レンズの商業化を推進することを目的としており、宇宙光学分野にお
ける重要なブレークスルーを促進するものです。

技術・臨床詳細

Tunoptixが開発を進めるメタルレンズは、従来の曲面を持つ厚いガラスレンズとは異な
り、ナノスケールで構造化された平坦な表面を持つ薄膜レンズです。このメタサーフェ
ス技術により、光の焦点を合わせたり、特定の光学特性を実現したりすることが可能に
なります。従来の光学システムと比較して、メタルレンズは重量と厚みを大幅に削減で
きるため、衛星やドローンなどの質量と容積が厳しいアプリケーションに最適です。

DARPAからの資金は、特に高解像度の衛星画像に適したメタルレンズのプロトタイプ開
発と性能検証に用いられます。 Tunoptixは、Washington Nanofabrication Facility

（WNF）の先進的な製造設備を活用し、ナノスケールの精密加工技術を駆使してレンズ
を製造します。これにより、従来の大型で高価な望遠鏡システムに代わる、小型で費用
対効果の高い新しい画像ソリューションが期待されます。例えば、地球観測衛星、偵察
衛星、宇宙望遠鏡などに搭載されることで、ペイロードの増加、打ち上げコストの削
減、ミッションの柔軟性向上といったメリットをもたらします。

背景・業界文脈

宇宙産業では、小型衛星（CubeSatなど）の普及と打ち上げコストの削減に伴い、搭載
される光学機器の小型・軽量化と高性能化が強く求められています。従来の光学レンズ
は、その物理的な特性から一定以上のサイズと重量が必要であり、これが衛星の設計や
ミッションの制約となっていました。メタレンズ技術は、この課題を解決する革新的な
アプローチとして、近年世界中で研究開発が活発に行われています。



DARPAのSTTRプログラムは、米国の技術基盤強化とイノベーション促進を目的として
おり、中小企業が政府のニーズに応える革新的な技術を開発することを支援していま
す。今回の資金提供は、Tunoptixのメタルレンズ技術が、国防および商業宇宙分野にお
ける戦略的重要性を持つと評価されたことを示すものです。宇宙からの高解像度画像デ
ータは、気象予測、災害監視、農業管理、都市計画、そして安全保障といった多岐にわ
たる分野で不可欠な情報源となっています。

今後の展望

今回のDARPAからの資金獲得は、Tunoptixがメタルレンズ技術の実用化に向けた重要な
マイルストーンとなります。同社は、WNFとの連携を強化し、プロトタイプの性能を最
終製品レベルに近づけるための研究開発を進めるでしょう。将来的には、この技術が衛
星画像だけでなく、拡張現実（AR）/仮想現実（VR）デバイス、LiDARセンサー、医療
用イメージングなど、幅広い光学アプリケーションに応用される可能性も秘めていま
す。小型・軽量・高性能なメタルレンズは、光学産業全体に革命をもたらし、さまざま
な分野でのイノベーションを加速させる基盤技術となることが期待されます。

元記事: https://www.wnf.uw.edu/optics-startup-tunoptix-wins-federal-grant-to-develop-metalenses-for-

imaging-satellites-at-wnf/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.wnf.uw.edu/optics-startup-tunoptix-wins-federal-grant-to-develop-metalenses-for-imaging-satellites-at-wnf/
https://www.wnf.uw.edu/optics-startup-tunoptix-wins-federal-grant-to-develop-metalenses-for-imaging-satellites-at-wnf/


#13 ICE Global News、2026年先端材料製造市場の成長予
測とToray・Honeywellの戦略を発表

概要

ICE Global Newsは、世界の先端材料市場が2025年の912.7億ドルから2026年には982.2

億ドルに成長すると予測されることを報じました。この成長は、航空宇宙、自動車、
電子機器、ヘルスケア分野での需要増加に牽引されています。同時に、東レは航空宇

宙およびEV市場向け炭素繊維複合材料の生産を拡大し、ハネウェルは先端材料事業を
スピンオフして専門会社として独立させる計画を発表するなど、大手企業の戦略的動
きも活発化しています。

公開日 2026年06月26日  ICE Global News  グローバル



詳細

主要成果

ICE Global Newsのレポートによると、世界の先端材料市場は著しい成長を遂げており、
2025年には912.7億ドルだった市場規模が、2026年には982.2億ドルに達すると予測され
ています。この成長は、航空宇宙、自動車、電子機器、ヘルスケアといった主要産業に
おける先端材料への需要の高まりが主な要因です。また、この市場動向に合わせて、東
レ・インダストリーズやハネウェルといった大手企業が、生産能力の拡大や事業再編と
いった戦略的な動きを加速させています。

技術・臨床詳細

先端材料市場の成長は、特に以下のような技術革新と応用によって支えられています。

炭素繊維複合材料: 東レ・インダストリーズは、航空宇宙産業（軽量化による燃費改
善）および電気自動車（EV）市場（車体軽量化による航続距離延長）向けに、高性
能炭素繊維複合材料の生産能力を拡大しています。これらの材料は、従来の金属材料
に比べて強度対重量比が高く、設計の自由度も向上させます。

高機能ポリマーとセラミックス: 電子機器分野では、小型化と高性能化に対応するた
め、耐熱性、電気特性、機械的強度に優れた高機能ポリマーやセラミックスが不可欠
です。ヘルスケア分野では、生体適合性材料や高度なイメージング材料が新たな診
断・治療法を可能にしています。

事業再編と専門化: ハネウェルは、その先端材料事業をスピンオフし、独立した専門
会社として運営する計画を進めています。この動きは、特定分野の先端材料に特化す
ることで、研究開発のスピードアップと市場ニーズへの迅速な対応を目指すもので
す。

これらの動きは、先端材料がもはや特定のニッチ市場だけでなく、広範な産業の持続可
能性と競争力強化の鍵となっていることを示しています。

背景・業界文脈

グローバル経済は、脱炭素化、デジタル化、レジリエンス（強靭性）といったメガトレ
ンドによって再構築されており、先端材料はこれらを実現するための基盤技術として位
置づけられています。航空宇宙産業における燃費効率の向上、EVにおける航続距離の延
長、次世代電子機器の性能向上、そして医療分野での革新的な治療法開発は、すべて高
性能な材料抜きには語れません。



各国政府は、自国の産業競争力を高めるために、先端材料の研究開発と製造基盤の強化
に巨額の投資を行っています。特に、サプライチェーンの安定化と自給自足の推進は、
地政学的リスクが高まる中で、国家安全保障上の優先事項となっています。このような
背景から、大手材料メーカーは、市場の需要に応えるべく、積極的な投資と事業戦略の
再構築を進めています。

今後の展望

先端材料市場は、今後も持続的な成長が見込まれており、2026年以降も高い成長率を維
持すると予測されます。AIとマテリアルズインフォマティクス（材料情報科学）の進化
は、新しい材料の発見と開発をさらに加速させ、市場の多様化を促進するでしょう。東
レやハネウェルのような大手企業の戦略的投資は、市場全体のイノベーションを牽引
し、より高性能で環境に優しい材料が幅広い産業分野に普及していくことを示唆してい
ます。特に、持続可能性と循環型経済の実現に向けた材料ソリューションへの需要は、
今後ますます高まっていくと予想されます。この市場の成長は、グローバルな技術革新
と産業変革の重要な指標となるでしょう。

元記事: https://www.iceglobalnews.com/advanced-materials-future-manufacturing-2026/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.iceglobalnews.com/advanced-materials-future-manufacturing-2026/


#14 Sci.News、コーネル大学が磁気制御の最小歩行ロボ
ットを開発、マイクロボット分野に革新

概要

コーネル大学の研究チームが、可視光で動作する磁気制御の新しいクラスの微小ロボ
ット（マイクロボット）を開発し、史上最小の歩行ロボットとなりました。この技術
は、外部磁場によって遠隔操作が可能で、従来のロボットが到達できなかった微小環

境での探査や医療応用を可能にします。このブレークスルーは、ロボティクス分野に
新たな可能性をもたらし、生体内診断や精密製造への道を拓くものです。

公開日 2026年06月30日  Sci.News  アメリカ



詳細

主要成果

コーネル大学の研究チームは、可視光で動作し、磁気によって制御される新しいクラス
の微小ロボット（マイクロボット）を開発し、これを「史上最小の歩行ロボット」とし
て発表しました。この革新的な技術は、従来のロボットではアクセス不可能だった微小
な環境での作業を可能にし、ロボティクス分野に新たな地平を切り開くものです。

技術・臨床詳細

開発されたマイクロボットは、わずか数マイクロメートルのサイズであり、特定の周波
数の可視光を照射することで、外部から磁気を介して精密に動作を制御できます。研究
チームは、特殊な磁性材料と高分子材料を組み合わせることで、光によって材料の形状
が変化する「光応答性高分子」と、磁場によって動く「磁性体」の特性を統合しまし
た。これにより、外部から送られる磁場と光エネルギーを組み合わせることで、ロボッ
トの微細な脚部が動的に変化し、歩行動作を生み出します。

このマイクロボットは、生体適合性材料で作製されており、将来的には人体内での薬物
送達、低侵襲手術、細胞レベルでの診断といった医療応用が期待されます。また、微小
な製造アセンブリ、マイクロ流体デバイス内の操作、環境モニタリングなど、産業分野
での精密作業への応用も考えられます。外部電源や複雑な配線を必要とせず、遠隔から
の磁気と光による制御が可能である点が、この技術の大きな優位性です。

背景・業界文脈

マイクロロボティクスは、医療、製造、環境科学など、幅広い分野で大きな期待を集め
る先端技術分野です。しかし、既存のマイクロロボットは、外部からのエネルギー供
給、複雑な制御システム、製造の難しさといった課題を抱えていました。特に、人体内
のような閉鎖的で動的な環境で精密に動作するロボットの開発は、長年の研究課題でし
た。

コーネル大学は、ナノテクノロジーとロボティクスの分野で世界をリードする研究機関
の一つであり、今回の成果は、同大学が長年培ってきた専門知識の結晶と言えます。こ
の技術は、米国の次世代医療技術開発や先端製造業の競争力強化に貢献するものとして
注目されます。マイクロボットの開発競争は国際的に激化しており、このようなブレー
クスルーは、新たな応用分野の開拓を促進し、関連産業に大きな経済的影響をもたらす
可能性があります。



今後の展望

この最小歩行ロボットの開発は、マイクロロボティクス分野における重要なマイルスト
ーンとなります。今後、研究チームは、ロボットの耐久性、速度、積載能力をさらに向
上させるとともに、より複雑なタスクを実行できるような自律制御機能の開発にも取り
組むでしょう。また、生体内での実証実験や、特定の医療機器への統合に向けた研究も
加速されると予想されます。この技術は、将来的には人体内の病変部に直接治療薬を届
けたり、細胞レベルでの生体情報をリアルタイムで取得したりするなど、医療のあり方
を根本から変革する可能性を秘めています。さらに、微細な組み立て作業や品質検査な
ど、産業分野での活用も進むでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#15 Applied Materials、2026年の半導体事業で30%の収
益成長を予測し、AIメモリと顧客関係が牽引

概要

Applied Materialsは、2026年に半導体事業において約30%の収益成長を見込むと発表
しました。この力強い成長予測は、TSMC、Micron、SK Hynixなどの主要顧客との長期
的なパートナーシップと、特にAI向けメモリチップ製造システムへの需要拡大によっ

て牽引されます。同社は、先端材料工学と製造装置のリーダーとして、次世代半導体
技術の進化に不可欠な役割を果たすと期待されています。

公開日 2026年06月30日  Intellectia.AI  アメリカ



詳細

主要成果

半導体製造装置の世界大手であるApplied Materialsは、2026会計年度において、半導体
事業部門で約30%という大幅な収益成長を予測すると発表しました。この強気な見通し
は、AIメモリ向け新チップ製造システムへの需要が急増していることと、TSMC、
Micron、SK Hynixといった業界をリードする顧客との強固な長期的なパートナーシップ
に支えられています。

技術・臨床詳細

Applied Materialsは、半導体チップの製造プロセスで使用される多様な装置を提供して
おり、特に高度な材料工学とプロセス技術において強みを持っています。同社の装置
は、薄膜形成、エッチング、イオン注入、CMP（化学機械研磨）など、チップ製造の主
要なステップで不可欠な役割を果たします。今回の成長予測の背景には、特にAIアプリ
ケーション向けの高性能メモリチップ、例えばHBM（High Bandwidth Memory）やその
他先進的なDRAMの需要が爆発的に伸びていることがあります。

これらのAIメモリは、従来のメモリチップよりも複雑な多層構造や微細な配線パターン
を必要とし、Applied Materialsの持つ精密な材料デポジション（成膜）およびパターニ
ング技術が不可欠です。同社は、顧客がより高い歩留まりと性能を達成できるよう、最
新の製造ソリューションを開発・提供しており、これが主要顧客からの信頼と長期的な
契約に繋がっています。また、EUV（極端紫外線）リソグラフィなどの先端技術に対応
した装置への投資も、成長の大きな要因となっています。

背景・業界文脈

世界の半導体産業は、AI、5G、IoT、クラウドコンピューティングといったメガトレン
ドによって空前の成長期を迎えています。特に、AIの進化は、大量のデータ処理と高速
な学習能力を支えるための高性能かつ大容量メモリチップの需要を劇的に高めていま
す。この需要に応えるためには、半導体メーカーは製造能力を拡大し、より微細で複雑
なチップを効率的に生産する必要があります。



Applied Materialsは、半導体製造装置市場において、長年にわたり技術革新をリードし
てきた企業であり、その製品群は業界の標準となっています。同社の成長予測は、半導
体市場全体の健全性と、特にAI関連技術への投資が活発であることを示すものです。米
国の技術的優位性維持のためにも、半導体サプライチェーンの強化は国家的な課題であ
り、Applied Materialsのような企業は、その中核を担っています。

今後の展望

Applied Materialsの2026年の30%収益成長予測は、同社がAI時代における半導体製造の
最前線に位置していることを明確に示しています。今後も同社は、AIチップ、メモリ、
ディスプレイなどの主要市場セグメントで技術リーダーシップを維持するために、研究
開発への投資を加速させると考えられます。特に、新しい材料科学とプロセス技術の融
合を通じて、次世代の半導体デバイスが直面する物理的・技術的限界を克服することに
注力するでしょう。この成長は、半導体産業全体のさらなる発展を促進し、グローバル
なデジタル変革を支える重要な基盤となることが期待されます。

元記事: https://intellectia.ai/news/stock/applied-materials-forecasts-30-revenue-growth-in-2026

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://intellectia.ai/news/stock/applied-materials-forecasts-30-revenue-growth-in-2026


#16 3M、キャデラックF1チームの公式材料科学パートナ
ーとなりレース性能向上へ

概要

3Mは、キャデラック・フォーミュラ1チームの公式材料科学パートナーとなることを
発表しました。この提携により、3Mは軽量材料、高性能接着剤、表面処理、製造最適
化、試験といった専門知識を提供し、レース性能の向上を目指します。本パートナー

シップは、F1という極限の環境で3Mの先進材料技術を実証し、将来の自動車産業への
技術移転を加速させる戦略的意義を持ちます。

公開日 2026年06月30日  3M Newsroom (via PR Newswire)  アメリカ



詳細

主要成果

多角的な科学技術企業である3Mは、キャデラック・フォーミュラ1チームの公式材料科
学パートナーとして提携することを発表しました。この戦略的パートナーシップは、
3Mが長年にわたり培ってきた材料科学の専門知識をF1という極限のレース環境に適用
し、キャデラックの車両性能を加速的に向上させることを目的としています。

技術・臨床詳細

3Mは、以下に示す幅広い材料科学ソリューションをキャデラックF1チームに提供しま
す。

軽量材料: 車両の総重量を削減し、加速性能、タイヤ摩耗、燃料効率に貢献する先進
複合材料や超軽量金属代替品を導入します。

高性能接着剤とシーラント: 高速走行時の振動、衝撃、極端な温度変化に耐えうる、
強力かつ軽量な接着ソリューションを提供し、車両構造の剛性と耐久性を向上させま
す。これにより、溶接や機械的固定の必要性を減らし、さらなる軽量化と設計の自由
度を確保します。

表面処理技術: 空力性能を最適化するための低摩擦コーティング、耐摩耗性向上、熱
管理のための放熱・断熱材料など、車両表面の機能性を高めます。

製造最適化と試験: 材料の選定から製造プロセス、そして実際のレース環境での耐久
性試験に至るまで、3Mの専門家がキャデラックチームと緊密に連携し、性能と信頼
性の最大化を図ります。

F1のレギュレーションは厳しく、わずかな性能差が勝敗を分けるため、このような材料
科学の微細な最適化が非常に重要になります。3Mの技術は、部品の軽量化、耐久性の
向上、および空気抵抗の削減に直接貢献し、最終的に車両のラップタイムと信頼性を向
上させるでしょう。



背景・業界文脈

フォーミュラ1は、世界最高峰のモータースポーツであり、最先端の自動車技術を開
発・実証する「移動する実験室」としての側面も持ちます。軽量化、空力性能、エンジ
ン効率、耐久性といった要素は、F1だけでなく、将来の市販車、特に電気自動車（EV）
や自動運転車の開発にも直結する技術です。キャデラックのような自動車メーカーがF1
に参入するのは、ブランドイメージの向上だけでなく、これらの先端技術を実戦で鍛え
上げる戦略的な意図があります。

3Mは、長年にわたり多様な産業に革新的な材料ソリューションを提供してきた実績が
あります。今回のパートナーシップは、F1という競争の激しい舞台で、同社の技術がど
れほど極限条件下で機能するかを実証する絶好の機会となります。これは、3Mが自動
車産業、航空宇宙産業、そして広範な製造業におけるリーダーシップを強化するための
重要なステップです。F1での成功は、これらの産業における技術採用を加速させる強力
な証明となるでしょう。

今後の展望

このパートナーシップは、キャデラックF1チームのレース成績向上に直接貢献するだけ
でなく、3Mの材料科学技術のさらなる革新を促進すると期待されます。F1で得られた
知見とデータは、将来的に市販の自動車部品、特にEVのバッテリーシステムや軽量車体
構造、高性能ブレーキシステムなどに応用される可能性があります。また、極限環境下
での材料の挙動に関するデータは、航空宇宙や防衛分野における新材料開発にもフィー
ドバックされるでしょう。この提携は、スポーツと科学技術の融合を通じて、未来のモ
ビリティソリューションの発展に貢献する、長期的な戦略的意義を持つものとなりま
す。

元記事: https://news.3m.com/2026-06-30-3M-joins-Cadillac-Formula-1-R-Team-as-Official-Material-

Science-Partner-to-accelerate-racing-performance

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.3m.com/2026-06-30-3M-joins-Cadillac-Formula-1-R-Team-as-Official-Material-Science-Partner-to-accelerate-racing-performance
https://news.3m.com/2026-06-30-3M-joins-Cadillac-Formula-1-R-Team-as-Official-Material-Science-Partner-to-accelerate-racing-performance


#17 TIKR.com、Applied Materials株価が2026年に144%
上昇後、AIメモリ需要減速懸念でアナリスト目標と乖離

概要

Applied Materialsの株価は2026年に144%急騰しましたが、AIメモリ向け新チップ製造
システムの発表後に株価が乱高下し、アナリストが設定する目標株価550ドルとの乖離
が指摘されています。同社はAIインフラ構築の中心にあり、成長ストーリーは魅力的

ですが、市場ではサプライチェーンのリスクや高騰した株価に対する懸念も浮上して
います。投資家は、AI需要の変動や潜在的な供給制約に注意を払う必要があります。

公開日 2026年06月28日  TIKR.com  アメリカ



詳細

主要成果

2026年、半導体製造装置大手Applied Materialsの株価は年初から144%という驚異的な
上昇を記録しましたが、AIメモリ向け新チップ製造システムの発表後に株価が乱高下
し、同社アナリストが設定する目標株価550ドルとの間で乖離が生じていることが
TIKR.comによって報じられました。同社はAIインフラ構築の最前線に位置し、その成長
ストーリーは非常に魅力的である一方で、市場ではサプライチェーンの安定性や現在の
株価評価に対する懸念も顕在化しています。

技術・臨床詳細

Applied Materialsは、半導体チップ製造において不可欠な材料工学ソリューションと製
造装置を提供しています。特に、AIコンピューティングの需要増大に伴い、HBM（High

Bandwidth Memory）のような高性能AIメモリチップの製造には、同社の薄膜形成、エ
ッチング、インテグレーション技術が極めて重要です。同社は、AIチップの性能向上と
効率的な量産を可能にするための次世代プロセス技術を開発し、市場に投入していま
す。

しかし、株価の乱高下は、市場がAIチップ需要の長期的な持続可能性や、現在の半導体
サプライチェーンの制約（特にSK HynixのAIメモリ拡張の減速報道など）に対して敏感
になっていることを示唆しています。投資家は、Applied Materialsの技術的優位性と市
場機会を高く評価する一方で、マクロ経済の変動、地政学的リスク、そして競合他社の
動向といった外部要因が収益予測に与える影響を慎重に見極めようとしています。

背景・業界文脈

世界の半導体産業は、人工知能（AI）の急速な普及とそれに伴うデータセンター投資の
拡大によって、未曽有の成長期を迎えています。Applied Materialsは、このデジタル変
革を支える基盤技術を提供する中核企業であり、その業績は半導体市場全体の健全性を
反映する指標とも言えます。米国政府は、半導体産業への投資を国家安全保障上の優先
事項と位置づけ、国内での生産能力強化を推進していますが、グローバルなサプライチ
ェーンの複雑性は依然として課題です。



このような状況下で、Applied Materialsの株価動向は、単一企業の業績だけでなく、AI

産業全体の健全性や、半導体製造装置市場のダイナミクスを測るバロメーターとして注
目されています。投資家は、高い成長期待と潜在的なリスクのバランスを評価し、慎重
な意思決定を迫られています。

今後の展望

Applied Materialsは、AI市場の長期的な成長トレンドに乗ることで、今後も収益拡大を
追求するでしょう。同社は、研究開発への継続的な投資を通じて、先端材料とプロセス
技術におけるリーダーシップを維持し、次世代のAIチップやメモリの製造要件に対応す
ることが期待されます。しかし、投資家は、グローバルな半導体市場の需給バランス、
サプライチェーンのレジリエンス、そして特にAI関連投資の減速可能性といったリスク
要因を注意深く監視する必要があります。同社の株価は、今後のAI市場の進化と半導体
製造装置業界の動向を示す重要な指標となるでしょう。

元記事: https://www.tikr.com/blog/applied-materials-stock-is-up-144-in-2026-but-its-own-analysts-see-

550-is-it-time-to-be-careful

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tikr.com/blog/applied-materials-stock-is-up-144-in-2026-but-its-own-analysts-see-550-is-it-time-to-be-careful
https://www.tikr.com/blog/applied-materials-stock-is-up-144-in-2026-but-its-own-analysts-see-550-is-it-time-to-be-careful


#18 オーストラリア、325万ドルの資金で中小企業のアデ
ィティブマニュファクチャリング導入を加速

概要

オーストラリアのAdditive Manufacturing Cooperative Research Centre (AMCRC) は、
中小企業やスタートアップがアディティブマニュファクチャリング（AM、3Dプリン
ティング）技術を導入するための325万ドルの「STARTERプロジェクト資金プログラ

ム」を開始しました。このプログラムは、AM技術の採用を加速させ、国内製造業の競
争力向上を目的としています。中小企業が最新の製造技術にアクセスしやすくなるこ
とで、オーストラリア経済のイノベーションと成長が促進されると期待されます。

公開日 2026年07月03日  Manufacturers' Monthly  オーストラリア



詳細

主要成果

オーストラリアのアディティブマニュファクチャリング共同研究センター（Additive

Manufacturing Cooperative Research Centre, AMCRC）は、国内の中小企業（SME）や
スタートアップがアディティブマニュファクチャリング（AM）、通称3Dプリンティン
グ技術を導入・活用することを支援するため、総額325万ドルの「STARTERプロジェク
ト資金プログラム」を開始しました。この大規模な資金提供プログラムは、オーストラ
リア国内におけるAM技術の採用を劇的に加速させ、製造業全体の競争力強化を目指す
ものです。

技術・臨床詳細

アディティブマニュファクチャリング（AM）は、3D設計データに基づいて材料を一層
ずつ積み重ねて立体形状を造形する技術であり、従来の切削加工や鋳造といった「減法
製造」とは対照的に、「付加製造」と呼ばれます。AM技術は、複雑な形状の部品製
造、軽量化、カスタマイズ、試作期間の短縮など、多岐にわたるメリットを提供しま
す。特に、航空宇宙、医療、自動車、防衛といった高付加価値産業での応用が急速に拡
大しています。

STARTERプロジェクト資金プログラムは、中小企業がAM技術の導入に伴う初期投資や
技術的障壁を克服できるよう設計されています。具体的には、AM装置の購入支援、専
門家による技術コンサルティング、従業員向けのトレーニング、AMプロセスの最適化
支援などが含まれると予想されます。これにより、中小企業は、試作から少量生産、さ
らには最終製品の製造に至るまで、AMをビジネスプロセスに効果的に組み込むことが
可能になります。プログラムの目標は、参加企業がAMを活用して新しい製品やサービ
スを開発し、市場での競争力を高めることです。

背景・業界文脈

オーストラリア政府は、国内製造業の再活性化と高度化を国家戦略の重要な柱と位置付
けています。AM技術は、サプライチェーンの強靭化、現地生産能力の向上、そして高
スキル雇用創出の可能性を秘めており、この戦略の中心に据えられています。しかし、
AM技術の導入には、高額な設備投資、専門知識の不足、既存の製造プロセスとの統合
の難しさといった障壁があり、特にリソースが限られている中小企業にとっては大きな
課題でした。



AMCRCは、政府、産業界、研究機関が連携してAM技術の研究開発と産業応用を推進す
るために設立された組織です。今回の資金プログラムは、このような連携体制の下、
AMCRCが国内製造業、特に中小企業のボトムアップからのイノベーションを促進しよ
うとする強い意志の表れと言えます。オーストラリアがAM分野で国際的な競争力を確
立するためには、研究開発だけでなく、中小企業レベルでの技術普及が不可欠であると
いう認識が背景にあります。

今後の展望

STARTERプロジェクト資金プログラムは、オーストラリア国内の多くの中小企業がAM

技術にアクセスする機会を提供し、その導入を加速させるでしょう。これにより、新し
い製品のアイデアが迅速にプロトタイプ化され、市場に投入されるスピードが向上しま
す。長期的には、このプログラムは、オーストラリアの製造業がより柔軟で、効率的
で、イノベーション主導型へと変革するのを支援し、国際市場での競争力を高めること
に貢献すると期待されます。AMCRCは、プログラムの成果を評価し、将来的にさらな
る支援策を検討することで、オーストラリアを世界のAMイノベーションハブの一つへ
と押し上げることを目指すでしょう。

元記事: https://www.tctmagazine.com/australian-sme-funding-launches-to-fast-track-additive-

manufacturing-adoption/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tctmagazine.com/australian-sme-funding-launches-to-fast-track-additive-manufacturing-adoption/
https://www.tctmagazine.com/australian-sme-funding-launches-to-fast-track-additive-manufacturing-adoption/


#19 FinancialContent、SK HynixのAIメモリ減速報道を
受けApplied Materials含む半導体株が下落

概要

SK HynixがAIメモリ拡張の減速を報告したことを受け、半導体セクター全体の株価が
下落し、Applied Materialsの株価は9.5%下落しました。この動きは、AI駆動のチップ
需要に対する市場の懸念が現実化したことを示しています。半導体市場はAIの成長に

大きく依存していますが、供給側の調整や需要の変動が企業の収益に直接影響を与え
ることが浮き彫りになりました。

公開日 2026年07月02日  FinancialContent  アメリカ



詳細

主要成果

SK HynixがAIメモリ拡張の減速を報告したことを受け、半導体セクター全体の株価が大
きく下落しました。特に、半導体製造装置大手のApplied Materialsの株価は9.5%下落
し、SemtechやNovaなどの関連企業も同様に株価を落としました。この市場の反応は、
AI駆動のチップ需要が鈍化する可能性に対する投資家の懸念が、現実の報道によって増
幅されたことを示しています。

技術・臨床詳細

Applied Materialsは、AIメモリチップ（例えばHBMなど）の製造に不可欠な精密な材料
工学ソリューションと製造装置を提供しています。SK Hynixは、HBMを含む先端メモリ
の主要サプライヤーであり、その投資計画の調整は、サプライチェーン全体に影響を及
ぼす可能性があります。AIメモリの製造は非常に複雑で、複数の製造ステップと高額な
装置を必要とします。SK Hynixの減速報道は、このような先端プロセスにおける投資サ
イクルの調整や、AIチップの最終需要が初期予測よりも緩やかになる可能性を市場が織
り込み始めたことを示唆しています。

この株価下落は、半導体製造装置メーカーの収益が、半導体チップメーカーの投資計画
に直接連動していることを改めて強調するものです。市場は、Applied Materialsが今後
の数年間で約30%の収益成長を予測しているにもかかわらず、短期的な需要の変動リス
クに敏感に反応しました。

背景・業界文脈

AIの急速な進化は、データセンターにおける高性能チップとメモリの需要を爆発的に押
し上げ、半導体産業を未曽有の成長軌道に乗せてきました。Applied Materialsなどの製
造装置メーカーは、この需要拡大の恩恵を享受してきましたが、半導体市場は歴史的に
景気循環の影響を受けやすく、需要と供給のバランスが常に変動しています。今回のSK
Hynixの報道は、AI関連の投資が依然として高水準であるものの、そのペースが調整局
面に入った可能性を示唆するものです。

グローバルな半導体サプライチェーンは非常に複雑で、地政学的リスクや貿易摩擦、
COVID-19パンデミックのような予期せぬ事態によって容易に寸断される可能性があり
ます。米国の半導体産業は、国内生産能力の強化とサプライチェーンのレジリエンス向
上に注力していますが、依然としてグローバルな相互依存関係が強いのが現状です。



今後の展望

今回の株価下落は、AI関連株への投資に際して、過度な期待だけでなく、潜在的なリス
ク要因も考慮する必要があることを投資家に示唆しています。Applied Materialsのよう
な企業は、長期的なAI需要のトレンドから恩恵を受け続ける可能性が高いものの、短期
的な市場の変動や顧客の投資計画の調整には引き続き対応していく必要があります。今
後、半導体セクターは、AI技術の進化と市場ニーズの変化に対応するため、より効率的
な製造プロセスと、より柔軟なサプライチェーン戦略の構築が求められるでしょう。投
資家は、個別の企業ニュースや業界全体のトレンドを注意深く監視し、慎重な投資判断
を下すことが重要です。

元記事: https://www.financialcontent.com/article/stockstory-2026-7-2-applied-materials-semtech-and-

nova-stocks-trade-down-what-you-need-to-know

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.financialcontent.com/article/stockstory-2026-7-2-applied-materials-semtech-and-nova-stocks-trade-down-what-you-need-to-know
https://www.financialcontent.com/article/stockstory-2026-7-2-applied-materials-semtech-and-nova-stocks-trade-down-what-you-need-to-know


#20 SciTechDaily、空気から1日900mlの飲料水を生成す
る新素材ウォーターハーベスティングジャケットを開発

概要

エンジニアが、空気中の水分を効率的に捕捉し、1日あたり最大30オンス（約900ml）
の飲料水を生成できる革新的な材料を開発しました。この新素材を組み込んだウォー
ターハーベスティングジャケットが製造され、ウェアラブルな水分補給ソリューショ

ンとして応用可能になりました。このブレークスルーは、乾燥地域での飲料水確保や
災害時の緊急援助、アウトドア活動など、さまざまなシーンで人々の生活を向上させ
る可能性を秘めています。

公開日 2026年06月30日  SciTechDaily  アメリカ



詳細

主要成果

エンジニアたちは、空気中の水分を効率的に収集し、1日あたり最大30オンス（約
900ml）の飲料水を生成できる革新的な材料を開発しました。この新素材を応用して、
着用者が移動しながら水分を補給できる「ウォーターハーベスティングジャケット」が
製造されたことで、乾燥地域や緊急時の水分確保に新たな道を開く画期的なブレークス
ルーとなります。

技術・臨床詳細

このウォーターハーベスティング技術の中核となるのは、空気中の水蒸気を効率的に吸
着・凝縮できる特殊な多孔質材料です。この材料は、周囲の湿度変化に応じて水蒸気を
捕捉し、その後、太陽光や体温などのわずかな熱エネルギーを利用して凝縮した水を放
出するように設計されています。研究チームは、この吸着・脱着サイクルを最適化する
ことで、高いエネルギー効率と水分収集効率を実現しました。

開発されたウォーターハーベスティングジャケットは、この吸着材料を内部に組み込
み、着用者の動きや周囲の環境（温度、湿度）を利用して水分収集プロセスを促進しま
す。収集された水は、フィルターシステムを経て飲料水として利用できるようになりま
す。このシステムは、外部の電力供給に大きく依存しないため、遠隔地や電力インフラ
が限られた場所での使用に特に適しています。実験室でのテストでは、比較的乾燥した
環境（相対湿度30%程度）でも、1日あたり約900mlの飲料水を生成できることが実証さ
れました。

背景・業界文脈

世界中で、清潔な飲料水へのアクセスは依然として大きな課題であり、特に乾燥地域や
災害被災地、あるいは長期的なアウトドア活動において、安全な水分源の確保は人命に
関わる重要な問題です。従来の浄水技術は、多くの場合、水源の存在やエネルギー供給
に依存するため、すべてのシナリオに適しているわけではありません。空気中の水分を
直接収集する「大気水生成（Atmospheric Water Generation, AWG）」技術は、この課
題を解決する有望なアプローチとして注目されてきました。



今回のウォーターハーベスティングジャケットの開発は、AWG技術をウェアラブルデバ
イスへと応用する画期的な進歩です。これは、米国政府が水資源の安全保障と新技術開
発に注力している文脈とも合致します。このような技術は、人道支援、軍事、レクリエ
ーションなど、幅広い分野での潜在的な応用が期待されています。

今後の展望

このウォーターハーベスティングジャケットは、飲料水確保の課題に対する革新的なソ
リューションを提供するものです。今後、研究チームは、材料の水分収集能力のさらな
る向上、ジャケットの軽量化と快適性の改善、そしてフィルターシステムの長期耐久性
に関する研究を進めるでしょう。将来的には、この技術を他のウェアラブルデバイス
や、テント、バックパックといったアウトドアギアにも統合することで、より広範な水
分補給ソリューションが提供される可能性があります。これは、水不足に直面する地域
の人々の生活を改善し、アウトドア愛好家や緊急援助活動を行う人々にとって、画期的
な製品となることが期待されます。

元記事: https://scitechdaily.com/new-water-harvesting-jacket-pulls-up-to-30-ounces-of-drinking-water-

from-the-air-daily/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://scitechdaily.com/new-water-harvesting-jacket-pulls-up-to-30-ounces-of-drinking-water-from-the-air-daily/
https://scitechdaily.com/new-water-harvesting-jacket-pulls-up-to-30-ounces-of-drinking-water-from-the-air-daily/


#21 SciTechDaily、デュアルアトム触媒の隠れたルール発
見で燃料電池の低コスト・高出力化へ

概要

新しい研究により、デュアルアトム触媒が従来考えられていたのとは根本的に異なる
挙動を示すことが明らかになり、燃料電池をより安価で強力にする可能性のある隠れ
たルールが発見されました。このブレークスルーは、触媒設計の新しい指針を提供

し、クリーンエネルギー技術、特に水素燃料電池の効率とコスト効率を劇的に向上さ
せます。これにより、燃料電池の普及が加速し、持続可能なエネルギー社会の実現に
大きく貢献すると期待されます。

公開日 2026年06月30日  SciTechDaily  アメリカ



詳細

主要成果

新しい研究によって、これまで十分に理解されていなかったデュアルアトム触媒の挙動
に関する「隠れたルール」が発見されました。この画期的な知見は、燃料電池をより安
価かつ高出力にする可能性を秘めており、クリーンエネルギー技術の発展に大きな影響
を与えるものです。この発見は、触媒設計の新しいパラダイムを開き、水素燃料電池な
どの効率とコストパフォーマンスを劇的に向上させることを目指します。

技術・臨床詳細

デュアルアトム触媒（DACs）は、単一の原子触媒（SACs）よりも安定性が高く、触媒
活性を向上させるために近年注目を集めています。DACsは、2つの金属原子が隣接して
配置されることで、単独では実現できないユニークな電子構造と反応サイトを提供しま
す。しかし、これまでその正確な触媒メカニズム、特に2つの原子がどのように協調し
て機能するのかは完全には解明されていませんでした。

本研究では、高度な分光法と理論計算を組み合わせることで、DACsが特定の反応条件
下で、従来考えられていた「単独で反応を促進する」というモデルとは異なり、2つの
原子が相互作用しながら「協調的に」反応経路を最適化していることを明らかにしまし
た。この「隠れたルール」は、2つの原子が電子状態や結合エネルギーを動的に変化さ
せることで、反応中間体の安定性を調整し、活性化エネルギーを効果的に低減するとい
うものです。例えば、酸素還元反応（ORR）のような燃料電池の効率を決定する主要な
反応において、この協調メカニズムが触媒性能を飛躍的に向上させることが示されまし
た。

背景・業界文脈

燃料電池は、水素と酸素から直接電気を生成するクリーンエネルギーデバイスであり、
電気自動車、定置型電源、ポータブル機器など、幅広い分野での応用が期待されていま
す。しかし、燃料電池の普及を阻む大きな要因の一つが、白金（Pt）などの高価な貴金
属触媒への依存と、その高いコストです。デュアルアトム触媒やシングルアトム触媒
（SACs）は、貴金属の使用量を最小限に抑えつつ、高い触媒活性を実現する有望な代替
材料として研究が進められてきました。



この研究成果は、触媒科学における基礎的な理解を深めるだけでなく、実用的な燃料電
池のコスト削減と性能向上に直接貢献するものです。グローバルな脱炭素化と持続可能
なエネルギーシステムへの移行が加速する中、高効率で安価な燃料電池触媒の開発は、
国際的に喫緊の課題とされています。米国は、クリーンエネルギー技術のリーダーシッ
プを確立するため、このような基礎研究への投資を強化しています。

今後の展望

この「隠れたルール」の発見は、新しいデュアルアトム触媒の設計において、より理論
に基づいた効率的なアプローチを可能にします。今後、研究チームは、この協調メカニ
ズムを最大限に活用できるような新しいDACsの組成と構造を探索するでしょう。ま
た、この知見を他の電気化学反応（例：水電解、CO2還元）にも応用することで、様々
なクリーンエネルギー変換技術の効率向上に貢献する可能性も秘めています。最終的に
は、燃料電池の商用化を加速し、より安価で高性能なクリーンエネルギーソリューショ
ンを広く普及させることで、持続可能な社会の実現に大きく貢献することが期待されま
す。
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